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書　評
杉山雅洋　他（編著）『明日の都市交通政策』
　　　　　　　　　（成文堂，2003年）
貝　山　道　博
　本書の目的は，21世紀のあるべき都市交通政策を論じ，明日の都市交通への指針とし
て交通政策・計圃に関する提言を行うことにある。その基本的スタンスは，効率性基準
だけではなく，それと公平性基準との調和の下に進められるべきという考え方に基づい
ている。
　本書は3年間に及ぶ計量計画研究所（IBS）自主研究会での議論の成果である。，その
メンバーの研究分野は交通経済学，都市・地域経済学，交通討画学，都市計画学，ロジ
ステイクス，オペレーシヨン・リサーチといった広範囲に及んでいる。それは次の理由
による。交通政策については，これまで経済学か工学のどちらか一方だけから論じられ
る傾向があり，両者の交流が必ずしも十分でなかった。そうLた反省に立って，両者を
粗み合わせた合同チームを作り都市交通政策を論じようということになり，この研究会
が作られた。「はしがき」にもあるように，そのきっかけは国久計量計画研究所常務理
事と苦瀬東京商船大学教授との議論であった。その衡彼らの母校が早稲田大学である
ことから，杉山早稲田大学商学部教授（研究会座長）や浅野早稲閏大学理工学部教授を
はじめとする早稲田大学串身の俊秀を結集し、本格的な研究活動に入りていった。その
意味で韮本書は早稲田大学の叡智の結晶とも言える⑪
　李書の特徴として次の3点を指摘できる。既に述べたように，①効率性と公平性のバ
ランスの申で望ましい都市交通政策を検討していること。②とかく物流が軽視されがち
な風潮の中で，人流に偏ることなく，物流も等しく扱われていること。③政策と討圃の
違いを明確に意識して諭を進めていること。
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　このような特徴をもつ本書では，都市交通政策について学会，政府委員会及び業界な
どで個別に議論されている課題についてよく整理されているだけでなく，それら諸課題
の解決のための将来への良い指針が，政策提言というスタイルをとって提示されてい
る。それらは何れも実に説得的である。
　本書は全体で5つの章から構成きれているが，それらは大きく3つのパートに分けら
れる右第1パート（籍！・2章）では，社会・経済の枠組，交通政策の変遷，交通政策
と交通計画の乖離と調和といったバックグラウンドが解説されている。第2パート（第
3・4章）では，世代問の公平性，情報化社会，環境社会といった社会の変化に伴うパ
ラダイムシフトを踏まえ，持続可能な都市形成のための交通政策・計画各論が展開され
ている。第3パート（第5章）では、都市交通政策・計画それぞれの7つの指針がまと
められている。以下，本書の内容を順に紹介しよう。
　第ユ章「明日の交通政策への視座」では，民間（市場経済）部門と公共（葬市場経
済）部門，効率性と公平性（地域間（空間軸）での公平性と異世代問（時間軸）での公
平性の2つ）とのバランスが重要という墓本認識の下に，交通政策の主題がどのように
変化してきたかについて述べ，明日の都市交通政策の主題は，政府の累積債務間題，情
報化社会の進展及び環境聞題のクローズアップなどの新しい社会現象に目を向けたもの
でなければならないと説いている。
　第2章「交通政策の変遷」では，グローバル社会での都市交通体系整備の必要性，市
場介入型から市場競争型への交通政策の転換，その理論的根拠を与える交通理論の歴史
的変遷，さらには交通政策と交通計画の乖離と調和などについて解説している。
　第3章「交通政策の新たな課題」では、はじめに，高度成長期に交通政策が効率性向
上や地域問格差是正にどのように作用したかが明らかにされ，あわせてゴ交通施設整備
による累積債務が新たに世代間格差問題を発生させていることを指摘している。つい
で，情報化社会において果たすべき都市の役割，情報技術と都市交通との関連が説明さ
れている。最後に，持続可能な都市の形成に向けて，C02による地球温暖化問題，
N0ガSPMによる大気汚染問題，廃棄物・リサイクル聞題などの都市が抱える各種環
境問題の解決を図りつつ，都市交通政策をいかに展開していくべきかが論じられてい
る。
　第4章『交通計画の新たな方向」では亘前章の交通政策の新たな課題をうけて，それ
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を実行するための都市交運計画の新たな方向性が提示されている。はじめに，効率性と
3つの公平性（空間的，人間的及び時間的公平性）を実現するための都市計画の意義・
役割，交通と土地利用の運携。IT葦命と交通需要，コンパクト・シテイの可能性など
が述べられている。さらに，都市物流計画の考え方，今日の都市における物流問題と物
流対策，ソーシャル・ロジステイックに見られる物流とロジステイック概念の変遷，
一丁革命が物流に及ぼす影響，環境社会における物流のあり方などの議論が展開されて
いる。
　第5章「明日の都市交通政策への指針」では，これまでの議論を総括し，都市におけ
る交通政策，交通計画について次のような7つの指針を提示している。
　交通政策にかかわる指針：①選択の多様性（多様化こそが豊かな交通社会の形成に繋
がる），②国際流動における経済性と国益（グローバリゼーション時代での競争力の維
持・強化），③国内流動での輸送手駿（都市内・閲流動による都市違携ネットワークの
強化），④単一氏族国家の変容（労働桑約的技術を持つ交通部門での外図人労働者への
労働カ依存），⑤r固有」から「圃有プラス芙有」への意識転換（「圃有」を認めた上で
の「芙有」意識の醸成とそのための交通社会実験），⑥効率的な交通杜会資本整備と濱
用（需要特性に応じた交通インフラ整備と効率的活用のためのソフト対策），⑦交通参
加者の行動規範（望ましい交運社会の形成とその構成貝として人々の行動規範の確立）。
　交通計圃にかかわる指針：①ユビキタスな時代の交通サービス（ユビキタスな情報を
運して，様々な交流を掘り起ζし，知的集積形成を促進させるための交通討圃），②地
域特憧に応じた交通管理（地域の実情に応じた市場メカニズムと計岡・管理の遭切な選
択1組み合せ），③ストック型への再構築を目指した輸送穣造（人口滅少時代到来は交
通施設窒間が本来持のているモピリテイ穣能を回復する絶好のチャンス），④グリ←ン
エイジの交通体系（環境にやさしく，高齢社会に相応しいユニバーサル窒闇を想像する
ための交通計画），⑤シュアする視点の交通空聞（交通ネットワークとしてのシュア，
同一交通空閏肉でのシュア，交通手段のシュア），⑥都市再生のきりかけとしての交運
基盤整備（都市窒閻のフレーム作り，都市窒聞のグレードアップ，都市窒聞のリホーム
のための交通基盤整備），⑦市民社会の交通討画（地区レペルの討圃から広域計圃へと
パイルアップする交運討画，地区レベルのまちづくりと一体となった交週討函）⑪
　従釆経済学者は効率性を，都市・交運計圃学者は公平性を重んじる煩向がありた。酉
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者の違いは，経済学者の市場メカニズム信奉と都市・交通計画学者の計画信奉という対
立にも見られる。このような図式から言えば，この研究会のメンバーの組み合せは奇妙
に思われる。しかしながら，本書では両者がそれぞれの役割を見事に演じ，それらは全
体としてうまく一体化している。
　経済学，特に新古典派経済学では価値判断を伴う問題に関わることを良しとしない。
従って，経済学者は効率性に関する議論は熟心に行っても，公平性に関わる議論を意識
的に避けてきた。豊かな政策論が展開されなかった理由のひとつはここにある。本書は
その隈界を意識的に打破した作品である。また，都市・交通計圃学者の経済学者への歩
みよりも散見される。それぞれの勇気に大いに敬意を表したい。
　本書は交通政策・計画の若手研究者を主たる対象に書かれた。その内容は高度で，示
唆的である。大学院・学部学生はもちろんのこと，研究着，都市プランナー，政策立案
者，ピジネス人の方々にも是非呼んで欲しい。本書は，どのような視座をもって，都
市・交通間題を今後考えていくべきかを教えてくれる。これから都市・交通聞題を学ぼ
うとする学生諸君には，この本を読んで全体像を掴み，大局観を養ってから，各論の勉
強に入っていくことを薦めたい。
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